
[曲目予定]
シャル・ウィ・ダンス？
～ヴィオリラで楽しむ社交ダンスの名曲～
コーヒールンバ
ベサメ・ムーチョ
マンボ No.5
ムーン・リバー
ラ・クンパルシータ
エスパーニャ・カーニ
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音友レコード倶楽部
3月 1日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
妃城（きしろ）みれい
（ヴィオリラ）
3月17日（火）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
3月15日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Jazz Date
ジャズファンの集い
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川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー

音楽の旅は続く連載06　　　　　　　　　　 ジャズボーカリスト

星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。
●レコード倶楽部コンサートの問い合わせ

　ヤマハポプコン本選会という大
舞台のセンターに立つ私は、厚底
サンダルに継ぎはぎジーンズと
ニット、そしてノーメイク。家から普
段着のまま来ましたという出で立
ちでした。当時、流行の最前線は山
本寛斎やKENZOでしたが、高校
生にはとても高くて手が出せな
かったなぁ。本選会の衣装に悩んで
たので作曲者の木戸さんにお買い
物に連れて行ってもらい、行ったの
が寛斎のショップ！値札を見て「高
い～！」と言えず、カッコつけて購入
しました。本選会での普段着風ニッ
トは実は寛斎の高級品。高校生の
間は月2,000円のお小遣いが当
時の平均的な額。音楽活動に親か
らのサポートが無い私は、コンサー
トのギャラでレコードを買ったり、ギ
ターの弦や交通費、衣装代（と言っ

てもジーンズばかり）等々のやり繰
りをしていました。レコードは大体
一枚2.000円位、買えたとしても
月に一枚なのでとっても大切にし
ました。中でもいちばんのお気に入
りは「Roberta Flack & Donny 
Hathaway」で、 今も手元にあっ
て特別な宝物です。時々眺めては
音楽が好きだと確信した当時の気
持ちを思い出します。
　さて、本選会の結果ですがレ
コード会社賞を2社（ワーナーパイ
オニアとキングレコード）から頂き
ました。賞を頂けるなんて考えてな
かったのでビックリです。もともと
賞を取る事にはあまり興味がなく
て、いい曲出来たよ～聴いてくれま
せんか～って、ただそれだけだった
のよ。この回のグランプリはチュー
インガムという子供二人のユニッ
ト、優秀賞には八神純子さん等でし
たが、あまり記憶になくて残念で
す。きっと神風の如く本番やって、
直ぐに帰るスケジュールだったの
で、ほかの方の演奏は観ていない
のかもしれません。私自身は大舞台
を経験した達成感に恍惚としてい
ましたが、帰宅してから現実に引き

戻されました。学校から停学処分の
知らせが届いたのです。最初からこ
うなることは解っていたので、お世
話になった先生たちに深くお詫び
をして、自由な時間を満喫しました
～！昼まで寝てからレコードを何回
も聴いたり、本を読んだり、ふらっと
散歩に出かけたり…漠然とはして
いましたが、私は自分の進みたい
道がスッキリと見渡せたのでゴキ
ゲンでした。私の学校は規則が厳
しくて音楽活動には向いてなかっ
たけど、だからこそ道が見えてきた
のかもしれないな。私は友達のいる
学校が大好きでしたが、その友達
も高2の後半にもなると進学に向
けて準備が始まりました。でも私は
みんなと違った準備をすることにな
りました。だって、いろんな所から専
属契約の話が舞い込んだんだも～
ん。スッキリと見渡せる道へ一歩踏
み出せるのかなぁ…。

第86回 ランチタイム・ロビーコンサート
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート
日時：3月17日（火）
12:00開場／12:10開演／12：40終演予定
料金：無料
[出　演]
妃城（きしろ）みれい
／ヴィオリラ

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

賞を頂けるなんて考えもしなかった。

2020年4月11日（土）
第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル
ボランティアスタッフ募集中！！
音楽祭の運営をお手伝いしていただけるボランティア・スタッフを
募集しています。音楽好きなら年齢・性別・国籍は問いません。

できる仕事をお手伝いください。
・チラシの配布
・当日の受付
・当日のスタッフと
 出演者の連絡
・当日のスタッフの
  アシストなどなど・・・

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41

[プロフィール]幼少よりエレクトーン、ピア
ノ、フルートを学ぶ。学習院大学卒業。都内
レストラン等のピアニストを経て、2017年
に弓でも弾ける珍しい大正琴「ヴィオリラ」
のソリストとしてデビュー。
柔らかな音色ながら、力強く激しい曲から
むせび泣くような切ない曲までジャンルレ
スに演奏する。

ジェットストリームの様な軽音楽好き、またジャズレコードコレクターなど
ジャズファン好きが月に２回集まって昔のサウンドを楽しんでいます。
SP、LP、EPやCDなどを持ち寄り、好みの集いに参加して懐かしいあの頃の
レコードを聞きながら音楽談義をしています。 
ぜひ一度参加してみてください。 （※SP盤持参の場合は事前にご連絡ください) 
・時間：2時30分開会～5時30分閉会（2時開場）
・場所：「Soul Eggs/ソウル エッグス 」 tel.044-982-9972
　　　川崎市中原区 木月3-6-18 元住吉 コアビル2階　
・アクセス：元住吉駅/徒歩4分ブレーメン通り（牛丼松屋2階）

「音友レコード倶楽部」
軽音楽ファンの集い「Light Music」＆ジャズファンの集い「Jazz Date」を月に２回開催。

永瀬陽子（ながせようこ）：幼少の頃から様々な音楽を
聴いて育ち、ピアノ、和楽器を習い、ギターに行き着
く。ブラジル人アーティストのJOYCEやWanda sá等
の女性のギター弾き語りスタイルに影響を受け、ボサ
ノヴァに傾倒する。2013年よりボサノヴァギターを西
澤沙苗氏に師事する。2019年に行われた第2回南青
山Lunar主催オープンマイクコンテストで優勝する。
ポルトガル語をMirian Nagashima氏に師事。第１回
元住吉ミュージック・フェスティバルに出演。カフェや
バーでのライブ、 ボランティアイベントなどで活躍中。

YOKO
NAGASE

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

川崎市国際交流センター

●会期：2月25日（火）～3月22日（日） 9時～21時
●場所：川崎市国際交流センター １階ギャラリー
●入場無料

川崎市市民ミュージアム復興応援特別展「川崎にまつわる鉄道展」

元住吉ミュージック・フェスティバルは市民音楽祭です。
そのためボランティア・スタッフが
広報、リハーサル・会場といった様々な場で活躍します。
音楽祭をぜひ成功させる為に
お手伝いしていただけませんか。
ご応募は、info@mottonnclub.com まで。

▲Roberta Flack & Donny Hathaway

川崎市周辺の鉄道今昔を、写真や資料でご紹介します。

ミニ交流会～台湾の伝統楽器オーケストラと和太鼓のコンサート～
●日時：３月７日（土）１１時～１３時 ●入場無料
●場所：川崎市国際交流センター レセプションルーム
台湾から伝統楽器オーケストラ「宜蘭（ぎらん）青少年國楽団（こくがくだん）」を迎え、
和太鼓祭音（まつりね）と平間（ひらま）わんぱく少年団とのコンサートです。
和太鼓祭音と平間わんぱく少年団は昨年、スペイン公演もおこなっており、その報告もあります。

主催：かわさき国際交流民間団体協議会
共催：（公財）川崎市国際交流協会

4月11日（土）
10：30開場／11：00開演／20：30終演
川崎市国際交流センター・ホール
無料（出入自由）

日時

場所

料金

元住吉、最大の音楽祭！

主　　催： MMF実行委員会／motton club
           音楽好きな友の会
特別後援： （公財）川崎市国際交流協会
後　　援： 「音楽のまち・かわさき」推進協議会
　　　  （公財）川崎市生涯学習財団
　　　  （公財）かわさき市民活動センター
　　　  （公財）現代人形劇センター
　　　   （株）タウンニュース社
　　　  かわさきFM（79.1MHz）

mottonclub.com
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

松波陽介私とジャズ連載42 長谷部　徹４ビートに首ったけ連載39

牧野 ケント「くじら座」日記連載42

2020年1月音友会の報告

3月の「軽音楽」ファンの集い

3月1日（日）14：30～
Soul Eggs

3月の「ジャズ」ファンの集い

3月15日（日）14：30～
Soul Eggs

　20歳くらいのとき、私
は、頻繁に東京でライブ

をしていた。東京に住んでいたわけ
じゃない。静岡から、通ってライブをし
ていた。
　東京に行くときは、なるべく複数の
ライブを入れるようにしていた。日にす
ると、だいたい3～4日間程度だった。
すると、当然、宿泊先を確保する必要
がある。今ならば迷わずホテルを探す
けれど、当時の自分は、こうしたことに
も奇妙なくらいストイックだった。
　「何かを得るために東京に行くんだ。
お金を支払っただけで静岡に帰るな
ら、東京でライブをする意味はない。」
　行って帰ってきたら、収支も経験値
もプラスにしていたい。そこで、20歳
の私は、公園で寝泊りすることにした。
夏の暑い夜だった。汗が止まらなかっ
たので、公園にあった蛇口でTシャツ
を濡らした。ギターを盗まれるのが怖
かったので、ギターを抱きしめて、座り

ながら一晩を過ごした。
　この経験でわかったことは、警戒心
が眠気を削いでしまい、野外の公園で
は全然眠れないということだった。だ
から、翌朝、デパートが開くのを待ち、
デパート内のベンチでギターを抱えな
がら座って寝た。当時は、このくらいの
睡眠でも、体力は十分に回復した。
　一方で、辛かったのは、冬の野外泊
だ。外で眠るのは無謀かと思ったが、
やってみなければ自分の限界はわから
ない。私は、一晩を駅で過ごすことにし
た。
　その結果、思考が鈍くなるほどの寒
さを感じ、夜中3時にカラオケボックス
に逃げ込んだ。屋内はとても快適で、
建物の素晴らしさを感じた。
東京のデパートのトイレで歯を磨いて
いると、ある中年男が、私の後ろに立っ
た。振り返らなくとも、私のことをジッと
見ているとわかった。
ギターを盗む気なのか？警戒心を高め

る私に、その男が近づいてきた。私は、
右手で歯を磨きながら、左手でギター
を強く握った。しかし、その男が耳元で
発した言葉は、私の予想を遥かに超え
るものだった。
　「君を買いたい。」
　私は、全身に悪寒が走るのを感じ、
一目散に逃げた。今までは、ニュースで
見ていただけだった。こういう事件は、
世の中から撲滅すべきだと身に染み
て感じた。
　楽しいことだけでなく、身の危険な
ども様々経験して、今がある。一つ一
つを乗り越えて、私は今も歌っている
のだと、次ライブを見てくださったとき
には感じていただきたい。

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送り
いたします。
　今回もセッションネタの続きをご紹
介。先月に続きちょっとレベル高めの
「リズム」について紹介していきたいと

思います。
　前回は同じ音列に休符を少しバリ
エーションを変えて入れるパターンを
紹介しましたが、今回はさらにセンスが
問われる「一音だけでかっこよく弾く」と
いうテーマで作ってみました。
　今回も肝は「リズム」ですね。
音は「ド」の音階で縛ってみました。かっ

こよく弾くコツは拍の頭よりも裏拍を強
調する感じで弾くとよいと思います。
　ダンスミュージックなどにぴったりな
フレーズですね。
　少し難しいフレーズではありますが
是非チャレンジしてみてください！
　というわけでまた次回！

ワールドワイドとなったクインシー・ジョーンズ

ジャズ・ミュージシャンを魅了した国、日本

私とジャズ、ラストコーラス 

　元住吉に来る前、長い間、横浜の馬
車道界隈で働いていました。あの辺り
はＪＲの線路を挟んで、海側と陸側で
随分雰囲気が違います。古い西洋建
築や老舗のレストランなどが点在する
オシャレな海側に対して、陸側は戦後
の繁華街伊勢佐木町や歓楽街の福富
町、また、韓国やタイの飲食店が集
まっている所もあり、今でもかなり猥
雑で怪しいムードが漂っています。山
下公園や中華街がどんどん綺麗に整
備され無菌状態のクリーンな場所に
なってしまいましたので、昔ながらの
ディープな横浜を探すには関内駅を
降りたら、陸側の散策をお勧めしま
す。そんな伊勢佐木町商店街を歩い
ていると、4丁目の当たりにある歌の
歌碑が建っていて、ボタンを押すと、
「タラータタッタラタッタラ、っあ～、っ
あ～」と流れてくる。そう、ご想像の通
り、青江三奈さん“伊勢佐木町ブルー
ス”。カッコイイですね～。まず声が抜
群に良いし歌も上手い。ジャズのアル
バムも出していますし、本物のシン
ガーのひとりですよね。この歌、
“Bourbon Street Blues”って題名

で英語歌詞のジャズバージョンがある
のはご存じでしょうか？アップテンポ
でスイングしていますよ。興味のある
方はyoutubeで検索してみてくださ
い。と言うわけで、少々強引ではあり
ますが、今日はブルースでも聴いてみ
ましょうか？
　今回ご紹介させていただくのは、大
好きなブルーノートレーベルより、
ちょっと都会的で洗練されたブルー
ス、1963年録音、ケニー・バレル（g）
の名盤「MIDNIGHT BLUE」（写真）
です。このアルバム、素晴らしい要素
がたくさん詰まっているのですが、ま
ず、このジャケットを見てください。
カッコ良いですね～。この頃のブルー
ノートのジャケットは社長の相棒であ
るフランシス・ウルフが写真を撮り、ク
ラシック好きのリード・マイリスがデザ
インをしていて、どれもイカシテいる
のですが、このジャケットは特に良い。
小文字の大胆な配置にインパクトが
ありますね。次に題名も良い。何て訳
すのかな？「真夜中の憂い」とでも訳
すのでしょうか。深い深い夜の暗闇と
心の嘆きがパチンと一言で表されて
いるようです。
　さて内容ですが、このアルバムはピ
アノレスで、ギターのコードワークも多
くなく、スカスカの演奏なんですね。ま
た、スローからミディアムテンポの曲
ばかりなので、BGM程度に聴き流し
ていると、地味過ぎてあまり印象に残
らないかもしれない。そこで、聴くから
にはケニー・バレルの紡ぎだす1音1
音に耳を傾けて聴いて欲しいのです。
そうすれば、饒舌で豊潤な魂のブルー
スが夜の向こうに立ち上がってきます
よ。1曲目“Chittlins Con Carne”。

ラテンのリズムで始まりますが見事な
ブルースです。レイ・バレットのコンガ
が効いています。また、テナーのスタ
ンリー・タレンタインが豪快にブロー
するのではなく、抑え気味にむせび泣
いているのも良いですね。3：55あた
りからのギターとテナーの掛け合いも
「ジャズだなぁ～」と言う感じで良いで
すよ。3曲目”Soul Lament”はギ
ターソロで題名の通り「魂の哀歌」を
表現しています。悲しい旋律の中に
時々混ざる優しいコードに救われる。
そんな曲です。そして 4 曲目、
“Midnight Blue”。これ程クールで
カッコ良いブルースは他で聴いたこと
が無い！歯切れの良いコードワークの
イントロからスタートして、コンガとド
ラムスとともに、マイナー色の強い
テーマへと移っていきます。本当は
ゆったりしたテンポなのに、リズム隊
のビートが最後までしっかりしている
ので、グルーブ感、スピード感、緊張感
が保たれます。まるでギャング映画に
似合いそうな怪しげなメローディーの
合間にオシャレなコードが散りばめら
れ、まさにクールでブルーな演奏で
す。超お勧めの1曲です。他の曲も質
の高いブルースが揃っていますので、
全7曲を通して聴いていだだけば、ケ
ニー・バレルのブルースに対する思い
が伝わってくるのではないでしょう
か？
　一言でブルースと言っても色々で
すよね。演奏家の数だけ、聴く人の数
だけ様々なブルースがあるのじゃない
かな？ちなみに私の一番好きなブルー
スは青江三奈では無くて、オールマ
ン・ブラザーズ・バンドのブルース・
ロックです。その話は、また別の機会

▲①Sounds & Stuff Like
 That/Quincy Jones

▲②Two for the Road/
Bruce Hamada

▲③Get the Knack/
The Knack

▲④The Best of Sade/
Sade

▲⑤Aloha/
　The King Sisters

ジャズファンの集い

真夜中の色って何色？
ケニー・バレルのギターが答えてくれます。

無鉄砲

Addicted to Guitar-22　Course 永瀬 晋
一音だけでカッコよくアドリブ

▲midnight blue/Kenny Burrell

https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャン、そして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

ピアノの詩人と称されたトミー・フラナガン。 伴奏者として、
サイドマンとして、さらにピアノトリオのリーダーとしての
多彩な演奏を聴き比べて、その足跡の一端を辿ります。

 Light Music
軽音楽ファンの集い

Light Music
& Jazz Date

▲①The Tokyo Blues/
The Horace Silver
Quintet

▲②Meditations/
Mal Waldron

▲③Far East Suite
(極東組曲)/Duke Ellington
and his orchestra

▲④For 2 Akis/福盛進也 ▲⑤進駐軍ソング傑作選

　令和としての初めてのお正月を迎
え、代表の出身校が箱根駅伝で何と
快挙の２位に入賞するというホットな
話題からスタートしました。 特集は昨
年１０月のＪａｚｚＤａｔｅから開始したク
インシー・ジョーンズもいよいよ最終
回。 「メロー・マッドネス」アルバム制
作中に大病で二度の大手術をうけた
クインシーですが、 これ以降ワールド
ワイドに活動するようになり、マイケ
ル・ジャクソンの３枚のアルバムをプ
ロデュース、エチオピア難民救済の
「ウイ・アー・ザ・ワールド」での音楽支
援活動、 そしてヒップ・ホップを取り入
れたアルバムの制作等留まるところ
を知りません。 その中でも私が一番紹
介したい曲が（写真①）の中の“Tell 
Me A Bed Time Story”です。 クイ
ンシーのアレンジャーとしての集大成
というべき曲で作曲のハービー・ハン
コック(P.)を始め、フュージョングルー

プスタッフのメンバーがリズムセク
ションに参加しています。 素敵なメロ
ディもさることながら特筆すべきは
バックにおけるハンドクラッピング（拍
手）が徐々に細かく高速化し、 また途
中からハリー・ルーコフスキー
（Violin）とハンコック（E.P.）によるユ
ニゾン・アドリブはクラシックとは異な
るジャズ特有のアプローチで盛り上が
りを見せている事です。 このあたりは
クインシーが１９５７年にパリに渡り、
ナデイア・ブランジェにストリングス・
アレンジの指導を受けた成果によるも
のと思われます。 持ち寄りタイムでは
コンピ編集アルバムを持参の方がギ
ターの岩見淳三（元・原信夫と＃＆♭）
の「Jazz And Bossa」より“Samba 
Cantina”、私も大好きなケニー・ラン
キンの「The  Kenny  Rank i n  
A l b um」よりラスカルズの名曲
“Groovin’”、 メグファミリー寺村容

子トリオ「TERAMURA YOKO 
MOODS」よりスティングの” Moon 
Over Bourbon Street“を鑑賞しま
した。 また、それ以外ではハワイ在住
のベーシスト、ブルース浜田が渋い声
を聴かせる「Two For The Road」
（写真②）より “I Could Write A 
Book”、 ザ・ナックの（写真③）より昔
懐かしいロックンロールナンバー“My 
Sharona”、 ロンドン在住、独特な歌
い方で８０年代にヒット作を連発して
いたシャーデーのベストアルバム（写
真④）より“Smooth Operator”、 女
性ヴォーカルグループのザ・キング・シ
スターズのジャズ風ハワイアンソング
集（写真⑤）より“Song Of The 
Islands”等を聴きました。 いつも幅
広いジャンルの曲が聴ける事が第１日
曜日「軽音楽の集い」の楽しみであり
ます。（フレドリック・ジョーンズ記）

　突然のご報告になりますが、約三年
半に渡りお送りしてきました私とジャ
ズですが、ここで一旦休載と相成りま
した。
　長きに渡りご愛読いただいありがと
うございました。どんな事でも始まりが
あれば、終わりがあるというのは必然
的な事ではありますが、何だか音楽と
同じだなということを考えています。
　ジャズにおいては、イントロから始
まってバースがあったりしてテーマが
やってきて、そして各人のきらびやか
な、個性的なソロが始まり脈々とソロ
が織り成されていき最後はドラムのソ
ロだったり、フォーバースだったりして
そんなこんなしていたら、またテーマ
がやってきてエンディング（ラストコー
ラス）を迎えるといった形で。なにかと
ても大げさな表現をしてしまうかもし
れないのですが、なんというか人生み
たいなものだなぁと（笑）そんな取り止
めもないことをいっていてはもったい
ないなぁと思いますので、少し思い出

に浸りたいと思います、悲しみは少々、
嗜む程度で。
　初めは軽い気持ちで記事を書き始
めたのですが、気付いたら連載になっ
ていて文章の書き方もろくすっぽ分か
らない、右も左も分からない状態で始
めたこの「私とジャズ」ですが、いや本
当に楽しかった！し、様々な経験ができ
たなと思っています。また、Mマガジン
に寄稿している方々の文章をみてと
ても勉強になったし、いやぁニクいなぁ
と思う表現もたくさんあって時々参考
にさせてもらったり。最初のころは、以
前Mマガジンに寄稿もされていた瑠
井先生にとてもお世話になりました、
この場を借りてお礼を申し上げます。
（実はタイトルの「ラストコーラス」も瑠
井先生の記事を引用、今風にいえば
『パクリ』をさせて戴きました（笑））感
謝です。また、毎月記事のレイアウトや
編集を綿密にして頂いた神山さん。M
マガジンの編集長、音友会会長の塚
田さん、その他様々な形でMマガジン

に関わってくださった皆さん、本当に
ありがとうございます。そして毎月でな
くてもMマガジンを手に取るだけでは
なく読んでくださった皆さん、本当に
ありがとうございます。読んでくださる
皆さんがいるからこそ、このMマガジ
ンはあるのです。なんだかこれも音楽
と似ているな、ということを今感じて
います。というのも以前記事にもした
ことがあるかと思いますが、音楽は演
奏家が演奏するだけでなく聴いてくだ
さる皆さんがいて、その空間で音楽を
共に『共有』することに音楽の真価が
あるのではないか、ということです。こ
のMマガジンも執筆する私たちと、読
んでくださる皆さんがいて初めてその
真価があるのではないかと考えます。
　なんだかMマガジンが終わってしま
う様になってしまいましたが、まだまだ
Mマガジンは続きます！のでご安心を！
（笑）私も一旦皆さまと同じ「読者」にな
りますが、またいつか復活してあっと
驚かせたいと思っています、のでその
時を楽しみに待っていてください！では
皆さん、これからも素敵な音楽ライフ
を！アディオス、アミーゴーズ！

　スポーツの祭典、オリンピック、パラ
リンピックが開催される令和２年最初
のテーマは、“日本”です。戦後、１９５２
年のジーン・クルーパ(Dr.)に始まり、
翌年のＪＡＴＰ、ルイ・アームストロング
(Tp.)等あまたのジャズ・ミュージシャ
ンが来日公演を行い、日本のジャズ・
シーンの発展に大きな影響を与えた
ともいわれています。来日したミュー
ジシャンの中には、日本を気に入り、帰
国後日本の印象を綴ったアルバムを
製作する人もいます。１９６２年に来日
したホレス・シルヴァー(P.)が日本の
思い出をメロディに託した（写真①）が
有名なところでしょう。今日、来日公演
を記録したライブ録音盤も数々リリー
スされており、当時の熱狂ぶりを垣間
見ることができるようになっています。
そんなライブ録音盤の中にも日本の

ファン向けに日本をテーマとした曲を
披露していたりします。ピアニストであ
るマル・ウォルドロンは１９７２年のラ
イブハウス新宿『ＤＵＧ』でのライブで
日本女性の愛くるしさにインスパイ
アーされ“茶色の瞳”（写真②）という
曲をほぼ即興で演奏しました。ＤＪタイ
ムの締めは、デューク・エリントンの
（写真③）からこの曲“アドリブ・オン・
ニッポン”は外せません。持ち寄りタイ
ムは参加の方からバリエイションに富
む１５曲の紹介がありました。ＤＪタイ
ムのテーマがテーマだけに今回は“日
本”に関係する楽曲の紹介が多かった
気がします。冒頭、ジャズ・ピアニスト
菊地雅章に次いでＥＣＭと契約した日
本人ドラマーの福盛進也トリオが奏で
る幻想的な“荒城の月”（写真④）を聴
き、日本の楽曲の素晴らしさを再認識

しました。「日本のジャズポピュラー史
（戦後編）」という貴重なレコードから
当時人気を博していた３大人気コン
ボのそれぞれの楽曲を堪能させてい
ただき、空前のジャズ・コンサートブー
ムの熱狂ぶりを感じられましたし、１９
５２年のジーン・クルーパの来日公演
の記録がそのレコードとして残ってい
たことが新たな発見でした。「進駐軍
ソング傑作選」からジョニー・ワトソン
楽団による“カン・カン・ムスメ・マー
チ”(写真⑤）の紹介の際、演奏してい
るのはフランキー堺(Dr.）らの日本人
ミュージシャンであることを伺い、その
レベルの高さに驚かされました。素晴
らしい音楽を聴くことにより、“日本”を
たっぷりと満喫したレコードコンサート
でした。（田中義明 記）

Light Music「レズリー・スミス」特集
クラッキングのリード・ヴォーカル、その後もいろいろな
方のバック・コーラスを務めたレズリー・スミス。
彼のファースト・アルバム全曲を聴いていきます。

▲牧野ケント

「トミー・フラナガン」特集

次回から「ジャケ買い遍歴」連載開始。


